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エビの養成と採卵技術の開発に関する研究（Study on the Technology of the Culture and Spawnin













ルマエビの一部が、致死性の高い急性ウイルス血症（Penaeid Acute Viremia; PAV）の原因ウイ
ルスである PRDV（Penaeid Rod-shaped DNA Virus）に感染していることが判明している。し
たがって種苗生産の現場では，良質な親エビの量的かつ安定的確保が大きな課題とされてき
た。種苗生産に使用可能な親エビの確保はさらに難しくなっている。したがって、人為下で
親エビを養成し、計画的に成熟させて安定的に採卵する技術の開発がきわめて重要であり、
本研究ではこれに取り組んだ。 
 塩田跡地を改良した屋外池を利用して、親クルマエビの養成試験を実施し、稚エビから親
エビまでの成長と生残状況を求めると共に、親エビ（0～2歳）の成熟状態を周年調査した。
その結果、市販配合飼料のみの給餌で親エビの養成が可能であり，7月までに体長20～40㎜の
稚エビを屋外池に収容すると年内に140～150mmに達し，1歳時では5～8月，2歳時では4月以
降に成熟個体が得られることを明らかにした。また、PCR法でウイルスに感染していないと判
断された稚エビを屋外池で飼育することにより、垂直感染を防ぎ、ウイルスに感染していな
い親エビの養成を実現した。 
次に、産卵個体の割合を高くするための技術開発研究に取り組んだ。まず卵巣卵に表層胞
がない場合にクルマエビの眼柄結紮処理を施すことにより、産卵誘発が可能となることを確かめ
た。さらに、親エビとしての適性を評価する指標として、個体の外部から確認が可能な卵影比
（卵巣幅／第一腹節幅×100）が成熟度の評価指標としてきわめて有効であることをつきと
め、卵影比 40％以上の個体は 80%以上の確率で産卵することを解明した。また，成熟に伴い
血液の中性脂質濃度が上昇する傾向と，摂餌が活発な個体が産卵する確率が高いことを見出
し，これらも親エビの評価指標となることを明らかにした。 
 クルマエビの種苗生産場では，一度に数100万粒の受精卵確保が必要となることから、複数
の親エビの産卵を同調させる必要がある。本研究を通じ、卵影比40%以上の個体を15℃で低水
温処理することにより、14日間にわたって産卵を抑制でき、その後20-25℃に昇温させれば、
産卵が同調して起こることを明らかにした。 
 以上のように本研究は、クルマエビ種苗生産の懸案であったウイルスに感染していない親エビ
を養成し、成熟個体の簡易選別技法を確立すると共に、計画的な採卵を可能にしたものであり、
本研究で確立した技法は、既に各地のクルマエビ養殖場に普及している。今後これらの成果を基
に、他のエビ類に応用できる可能性もある。 
 学位審査委員会は、水産増殖学の分野において極めて有益な成果を得るとともに、養殖業
や栽培漁業の進歩発展に貢献するところが大であり、博士（水産学）の学位に値するものとし
て合格と判定した。 
 
